
全雌アユ卵の作出を行いました。 

 

 

水産試験場で全雌アユ卵の作出を行いました。全雌アユとは、文字通り生まれてくる子供

が全て雌となるアユです。アユは子持ちとして売れる雌の付加価値が高いため、水産試験場

と栃木県漁業協同組合連合会では、全雌アユの作出技術の研究に取り組んできました。そし

て昨年度、作出に成功し全雌アユの県内初出荷に至りました。 

本年度は、約 200 万粒の全雌アユ卵を作出し、現在は県漁連種苗センターで育成してい

ます。年明けには県内各地の養殖生産者に出荷される予定です。 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

受精に使う卵をアユから絞っています。   卵と精子を混ぜ、受精させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受精後 8 日目の卵です。           孵化した仔魚です。 

目がはっきりと確認出来ます。        

 


